












要約:小児心身症における医療と学校との連携を検討するため、50 人の医師にアンケート

調査を行った。40%の医師が学校から受診紹介や相談を受けており、50%が学校へ連絡や問

い合わせをした経験を持つ。学校との連携は 50%が「行いにくい」としており、「子ども

の状況を詳しく説明する教師」が望ましいとしていた。次に、学校保健室での小児心身症

の現状を調査した。89%が「生徒に心身症が増えている」とし、「家族や子どもへの対応が

困難」と感じていた。心因性の腹痛・頭痛・発熱などに対応することが多いが、対応に困

るのは不登校に伴う身体症状・アレルギー・肥満・神経性食欲不振症・チックなどであっ

た。


